
 
 
 

大会テーマ 

伝えよう 図書館の力 広げよう 新たな可能性 
 
 
 

◆ 開会式・表彰式・情勢報告 ９：４５～１０：４０ 

   情勢報告 公益社団法人 日本図書館協会副理事長 山本 宏義 氏 

◆ ライブトーク      １０：５０～１２：３０ 

「人とまちの未来のために ～図書館でできること、図書館ができること～」 

パ ネ リ ス ト    神代 浩 氏 (文化庁文化財部 伝統文化課長) 

松本 茂章 氏 (公立大学法人 静岡文化芸術大学 文化政策学部 教授) 

コーディネーター   岡本 真  氏 (アカデミック・リソース・ガイド株式会社 代表取締役) 

◆ 分 科 会        １３：４５～１５：４５ 

 ① 図書館サービス 

「図書館の魅力を上手に伝える ～ＰＲ(パブリックリレーションズ)による味方づくり戦略入門～」 

 ② ＹＡに対するサービス 

「ＹＡのための読書環境づくり ～魅力ある本を作り、 

若者が本と出会うためにやってきたこと～」 

 ③ 大人の読書活動 

「世界は言葉でつながっている ～翻訳現場の最前線～」 

 ④ 図書館資料 

  「これで解決！？地域資料 

 ～地域の記憶を集める・活かす～」 

⑤ 学校図書館 

「学校図書館をデザインする ～空間演出に学ぶ、子どもたちをひきつけるアイデア～」 

⑥ 大学図書館 

  「電子書籍の普及と大学図書館の役割 ～導入・提供・活用の事例から～」  
 

 

 

平成 27 年 11 月９日（月） ９：４５～１５：４５ 
受付 ９：20～９：４５ 参加無料 

静岡県コンベンションアーツセンター グランシップ 
参加申込締切日：10月８日(木) ※ 第３分科会は10月22日（木） 

主催：静岡県教育委員会･静岡県図書館協会･静岡県読書推進運動協議会 
※ ライブトークと第３分科会は、磁気ループと手話通訳があります。 

《日  程》 

9：20～ 9：45 受 付 

9：45～10：40 開会式・表彰式・情勢報告 

10：40～10：50 休 憩 

10：50～12：30 ライブトーク 

12：30～13：45 諸連絡・休憩・昼食 

13：45～15：45 分 科 会 

各分科会テーマ、紹介文は講師へ確認中のため、修正の可能性があります。また、第３分科会は、現在講師依頼中のため、決定次第記載します。 



ライブトーク 
「人とまちの未来のために  

～図書館でできること、図書館ができること～」 
図書館は本を借りて返して、静かに本を読むだけのところ！？図書館でできること、図書館

ができることは、それだけじゃないんです。全国には様々な取組により注目を浴び、また地域

住民・地域企業の課題解決を支援し、厚い信頼を得ている図書館があります。今回は、全国各

地の図書館や文化施設での先進的な取組を知り、様々なアイデアを発信している方々に、図書

館と地域で創る図書館の未来について語り合っていただきます。 

 

パネリスト 

 神代 浩 （ かみよ ひろし ） 氏 ＜文化庁文化財部伝統文化課長＞ 

1962年大阪市生れ。1986年東京大学法学部卒、文部省（当時）入省。2009～2010年文部科学省生涯学

習政策局社会教育課長。在任中に図書館海援隊を立ち上げる。2010～2012 年国立教育政策研究所教育課

程研究センター長、2012～2013年初等中等教育局国際教育課長を経て、2014年２月から文化庁文化財部

伝統文化課長。同年10月「困ったときには図書館へ～図書館海援隊の挑戦～」を刊行。 

 

 松本 茂章 （ まつもと しげあき ） 氏 ＜公立大学法人 静岡文化芸術大学 文化政策学部 教授＞ 

 専門は政策科学、文化政策、まちづくり政策、文化施設研究。早稲田大学教育学部卒業、同志社大学大

学院総合政策科学研究科博士課程（後期課程）修了。博士（政策科学）。読売新聞記者、支局長を経て2006

年、県立高知女子大学（現在、高知県立大学）文化学部教授、2011 年から現職。単著に『芸術創造拠点

と自治体文化政策 京都芸術センターの試み』（2006）、『官民協働の文化政策 人材・資金・場』（2011）、

『日本の文化施設を歩く 官民協働のまちづくり』（2015）（いずれも水曜社）。 

 

コーディネーター 

 岡本 真 （ おかもと まこと ） 氏 ＜アカデミック・リソース・ガイド株式会社 代表取締役＞ 

1973年東京生まれ。1997年、国際基督教大学卒業。編集者等を経て、1999年、ヤフー株式会社に入社。

Yahoo!知恵袋等の企画・設計を担当。2009 年に同社を退職し、現在に至る。新図書館等の文化機関の整

備に関わりつつ、ウェブ業界を中心とした産官学連携に従事。近年のプロデュース事例として、協働・

創発型オフィス「さくらWORKS＜関内＞」、東日本大震災に伴う博物館、図書館、文書館、公民館の被災・

支援情報集約のための「saveMLAK」等がある。著書に『未来の図書館、はじめませんか？』（青弓社、2014

年）、『ウェブでの＜伝わる＞文章の書き方』（講談社現代新書、2012年）など。 

 
 

各分科会のテーマ及び概要 
＜ 第１分科会 図書館サービス（ 定員120人 ）＞ 

「図書館の魅力を上手に伝える ～ＰＲ（パブリックリレーションズ）による味方づくり戦略入門～」 

講 師 仁
に

上
かみ

 幸
こう

治
じ

 氏 （ 図書館サービス計画研究所 代表 ） 

 あなたの図書館の魅力、うまく伝えられていますか？図書館の価値を世間に理解してもらう

ための「味方づくり戦略」について、『図書館員のための PR 実践講座』著者に伺います。◆参

加者への事前アンケートを基に講演を進行します。こちらのサイトを御確認のうえ必ず御回答

ください。 

http://goo.gl/zS7iEI  
 

 

 

 



＜ 第２分科会 ＹＡに対するサービス（ 定員１８０人 ）＞ 

「ＹＡのための読書環境づくり ～魅力ある本を作り、若者が本と出会うためにやってきたこと～」 

講 師 西村
にしむら

 安曇
あずみ

 氏 （ 西村書店総合企画部 ・ ヤングアダルト出版会広報グループ ） 

良い本に若者が出会えれば人生をもっと豊かにできる･･･そんな機会を創出するために何が

できるのか？出版社として、若者に向けた様々な本を企画・編集し、良書に出会えるよう書店・

図書館など、さまざまな読書環境づくりに取り組んできた講師をお迎えし、これからのヤング

アダルトサービスにおける課題と対策を探っていきます。 

 

＜ 第３分科会 大人の読書活動（ 定員５００人 ）＞ 

「世界は言葉でつながっている ～翻訳現場の最前線～」 

講 師 阿部
あ べ

 賢一
けんいち

 氏 （ 立教大学文学部 准教授 ） 

 翻訳の現場をのぞいてみませんか？ チェコ語という小さな言語の作品が日本語に翻

訳されるまでのプロセスをたどりながら、翻訳の面白さと難しさ、翻訳の現場のお話、

さらに、本が持つ、世界への広がりについて、「日本翻訳大賞」第 1 回受賞者の阿部賢

一氏にお話を伺います。 

 

＜ 第４分科会 図書館資料（ 定員７０人 ）＞ 

「これで解決！？地域資料 ～地域の記憶を集める・活かす～」 

発表者 静岡県図書館協会資料専門委員会 

大
おお

川
かわ

 英
えい

子
こ

 氏 （ 富士市立中央図書館 (図書担当 統括主幹) ）            

 この分科会では、県図書館協会で研究した児童向け地域資料、地域資料ＭＡＲＣ、行政資料収集につ

いて発表します。県内図書館を対象に実施したアンケートをもとに、各テーマの現状と課題、さらに今

後の参考となる事例を御紹介します。地域資料の収集と提供をよりよくするために、できることを一緒

に考えましょう。 

 

＜ 第５分科会 学校図書館（ 定員９０人 ）＞ 

「学校図書館をデザインする ～空間演出に学ぶ、子どもたちをひきつけるアイデア～」  

講 師 尼川
あまかわ

 ゆら 氏 （ 空間演出コンサルタント ） 

 学校図書館に足を運びたくなるような、本を手に取りたくなる魅力的な空間にするには？ 

「より多くの子どもたち、先生方をひきつける学校図書館」を演出するアイデアや方法について、又翌

日から使える展示等の工夫についてワークショップを通じて学べます！ 

  

＜ 第６分科会 大学図書館（ 定員7０人 ）＞ 

「電子書籍の普及と大学図書館の役割 ～導入・提供・活用の事例から～」 

講 師 入
いり

江
え

 伸
しん

 氏 （ 慶應義塾大学メディアセンター本部 課長 （電子情報環境担当） ） 

講 師 餌
え

取
とり

 直
なお

子
こ

 氏 （ お茶の水女子大学 図書・情報課係長 （学習研究支援担当） ） 

 近年普及してきた電子書籍は、導入・提供等の運用や、学修支援をはじめとした教育、或いは研究へ

の活用において様々な取組が必要となっています。電子教材、OverDrive、電子出版事業、PDA等、既

に先進的な取組をされている２大学の事例をヒントに、大学図書館の役割について学び考える機会としま

しょう。 
 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 



＜ 参 加 申 込 ＞ 
 下記の参加申込書に必要事項を御記入の上、平成27年 10月８日(木)までに、郵送・FAXまたは静岡県

立中央図書館カウンターでお申し込みください。ただし、第３分科会に限り、10 月 22 日(木)まで受け

付けます。また、静岡県立中央図書館ウェブサイト及び下のコードよりスマートフォンからもお申し込

みできます。 
 

★ 分科会への参加受付は先着順になります。必ず第２希望まで御記入ください。第２希望になる場合は、

静岡県立中央図書館から連絡いたします。 

★ 分科会の会場は当日の配布資料、掲示にて御案内いたします。 

★ 当日は大会資料受付までお越しください。 

★ 昼食用の弁当(お茶付・税込 900 円)を希望される場合は、大会当日、弁当受付へ午前９時 45 分までに

直接お申し込みください。なお、グランシップの各会場への缶飲料の持込みは禁止されています。 

★ 有料駐車場がありますが、当日は混雑が予想されますので、できる限り公共交通機関を御利用ください。 
 
参加申込書送付先 

〒422‐8002 静岡市駿河区谷田53－１  静岡県立中央図書館 企画振興課振興係 

ＴＥＬ：０５４－２６２－１２４６ ＦＡＸ：０５４－２６４－４２６８     
 
＜ 会 場 案 内 図 ＞  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ キ リ ト リ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

平成27年度 第 23回 静岡県図書館大会 参加申込書 

氏  名 所 属（図書館・学校・団体名等）＊個人参加の場合記入不要 

  

電 話 番 号 分科会参加希望 種 別 ライブトーク 

参加希望 第１希望 第２希望 

 
有 ・ 無   

図書館職員（ 公共・大学専門 ） 

学校（ 教職員 ・ 学校司書 ）・ 一般 

ボランティア ・ 読書グループ 

その他（          ） 

第１希望の分科会で 

聞いてみたいこと 
 

 


